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町田市立南第二小学校

【請願要旨】

町田市立南第二小学校の廃校が 2033年に予定されております。子育てしやすい

町田とスローガンを打ち立てておりますが、小学校の廃校に伴い子育てしづらい状況

にしていく政策が実施される計画が立てられております。子育ては保育園や幼稚園ま

でではなく、最低中学生までは親の手が離しづらい状況です。

また、子供は宝であり、教育に力を入れていくことで他市町村と差別化出来て、町

田市の強みとなる。

本小学校を存続する事に対して 2022年 11月 22日 時点で 1,734筆の署名が集ま

つております。

※別添付した資料に署名活動時の声を記載しておりますので、ご参照ください。

本廃校計画に対して下記理由により反対し、学校の存続を求めます。

①通学路が長くなる

現状 1.Okm(10～ 15分程)以内で通学出来ていた。2.Okm以上(40～50分 )と長くなる

生徒が増え、身体的負担が増える。

特にランドセル (重量物)を長時間持ち運びする事により、ランドセル症候群となる

生徒が増加。生徒への身体的な負荷となり体罰に値する。

ランドセルの重量も以前とは違い PCやタル ットを持ち通学する必要があり、3～6kg

以上ある例もございます。

例 :小学生平均 25kg荷物 4kg以上

大人   80kg 荷物 12.8kg以上
※ランドセル症候群

「体に合わない大きさ。重さのランドセルを背負ったまま長時間通学することで

起こる、身体や心の不調を表す言葉」

また、昨今の温暖化により79月 でも30～35℃以上となる事により、熱中症や強い

紫外線により火傷する生徒が増加。出来るだけ通学は短時間とするべき。

③事件、事故の発生率上昇

通学路が長くなる事により交通事故や事件に遭遇する確率が上がる。

・事件

通学路が長い分、それだけで不審者、変質者に遭遇する確率が上がる。

昨今の経済状況の悪化により、13歳未満の被害で増えている内容が「強制性交

等」、「暴行」、「傷害」、「誘拐」です。
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図表2-22子供 (13歳未満)の被害件数及び罪種別被害状況の推移 (平成21～ 30年 )
年 次

瞑 ′_｀
21 22 23 24 25 26 27 23 29 30

子供の被害件数(件 ) 33.84C 32.897 29,784 26.791 26,783 24,707 20,106 17,252 15,721 12,947

殺人 78 77 76 67 68 83 82 74 65 57

強盗 7 7 14 11 9 6 3 4 G 4

強制性交等 53 55 65 76 69 77 64 69 91 151

暴行 757 707 710 846 882 858 886 906 852 958

傷害 491 467 493 495 548 539 557 631 613 714

強制わいせつ 944 1,070 11027 1,066 1,116 1,095 881 893 953 77G

公然わいせつ 80 109 83 139 136 133 140 109 91 71

逮捕・監禁 7 9 7 7 9 12 10 21 10

略取・誘拐 77 91 86 95 94 109 84 106 72 1lC

参照:警視庁 第 3項 子供の安全を守るための取組 (npa.go.jp)

https://―.npaogo.jp/hakusyo/r01/honbun/htnl1/v2213000。 htHll

・事故

町田市金森 1丁 目辺りから町田市立南第四小学校へ向かう途中、町田街道

または車が抜け道として使う狭い路地を通る必要があり、事故に巻き込まれる

可能性が高い。

具体例

・国道 141号 町田街道の細い歩行者用の道
。国道 56号 車の抜け道として使用される道

※車 2台がギリギリ通れる道で、ぶつかる可能性大

・ひまわり幼稚園付近から金森公園までの道

上記事件、事故が通学路延長による原因で発生した場合の責任を町田市が取る体制

がなく、不十分ある。

④災害時避難所の減少

過去町田市の廃校後の活用方法は以下通り。昨今の気候変動で何があるかわから

ない状況下で、避難所が減る事は住民にとつてデメリントである。

過去 境川

・昭和 41年 6月 28日 の台風 4号

・昭和 53年 4月 6日 の大雨
・平成 20年 8月 29日 集中豪雨での氾濫
。平成 28年 8月 22日 台風 9号により土砂災害警報情報に伴う避難勧告を発令



⑤学童保育クラブ

実際にお子さんを通わせている方で小学校のすぐ近くに学童保育があるのは、助か

つているという声がございます。通つている生徒、親子さんにとつても安心安全を提供

出来ている良い事例であり、共働きをしている世帯へ PRしていくべき。

⑥今後について

コロナ禍により勤務先で働く必要がなくなり、在宅ワークの普及により広い住宅のニ

ーズと子育てしやすい環境が町田市にはある。

また、町田駅が最寄り駅であり、南町田駅にもアクセスしやすい立地の為、2022年現

在生徒数 390名だが、世代交代により子育て世代が維持または増加する可能性はあ

る状況だ。

この状況下で、他市町村と同じように本小学校を廃校にするのは町田市にとつてデ

メリントであり、転入数を減らす要因になり得る。教育費を削減しない事をICT教育と

一緒にPRポイントとし、今一度再検討頂き、廃校計画の見直し頂きたい。

※別途添付 項目(1)3)署名約 15%の意見を参照下さい

【請願項目】

1.町田市立南第二小学校廃校計画の撤廃
2.立替えで費用が掛かる場合、規模を縮小してでも町田市立南第二小学校の存続



町田市立南第二小学校 署名活動集計結果と意見まとめ

集計結果 :1,734筆 2022年 11月 22日 時点

① 署名活動方法

・町田市金森 1丁 目付近 (一軒家と金森一丁ロアパート)を一件ずつ訪問

・上記訪問時またはから本活動に賛同いただき協力頂いた。

② 署名結果

。訪問先 1,500件

・廃校反対 85%11734名 ※11月 22日 時′点 1,275件

・廃校賛成 15% 306名 225件

③ 各意見

(1)廃校反対

1)署名 約 35%の意見

・廃校になるのは知らなかつた。あの小学校は残して欲しい

`卒業した小学校だから残して欲しい

。廃校計画に上がっているのは知つていたが、南第二小学校は残して欲しい。

2)署名約 45%の意見

・南第四小学校まで通学するのは遠いし、道も狭いから危険だ。

tこから(金森一丁目)あそこまで通わすの?危ない。

・朝の通勤ラッシュで車はスピードを出している。わざわざ危ない通学路を通わせるのは乱暴だ。

・町田市議会議員の方々は実際に通学路を歩けば危険だとわかるのでは?

3)署名約 15%の意見

・最近引越してきたのですが、廃校になるのは知らなかつた。

先の話とはいえ、学校が近いから引越してきた。廃校になるなら引越さなかつた。

・不動産屋や町田市役所で品 説明がありませんでしたよ?

。今後町田市からの引越しを検討します。

・引つ越す前に調べればよかつた。引つ越してきた事を後悔してます。

3)署名約 5%そ の他の意見
・地元の戸塚正人議長は何もしていないのですか ?

・戸塚正人議長へ頼めば何とかなるのでは ?

・「子育てしやすい町田」ではなく、「子育てしづらい町田」ですね

。町田市は子供にケチだな



・最近の町田市または町田市長がやる事は市民を無視している

。JR町田駅～小田急町田駅間の「なんだかんだ町田」とかバカにするな

。どのような災害があるかわからない中、避難所が減るのは困る

。子供の通学が危険だけではなく、避難所する場所が減るのも問題。

② 廃校賛成

・合理化は致し方ない

。町田市議会の人が決めているなら仕方ない

。予算がないから仕方ない

。子供がどうなろうと知らない

。家に子供がいないから関係ない




